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二
〇
一
六
年
六
月
一
八
〜
一
九
日
に
開

催
さ
れ
た
ア
ジ
ア
犯
罪
学
会
に
、
日
本
司

法
福
祉
学
会
「
学
会
の
国
際
活
動
に
関
す

る
補
助
金
」
を
得
て
参
加
し
た
。
学
会
は
、

以
前
、
国
賓
が
用
い
た
と
い
う
北
京
友
誼

賓
館
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
中
国
研
究
を
し

て
き
た
私
に
は
、
道
路
か
ら
こ
の
ホ
テ
ル

を
見
た
だ
け
で
も
幸
せ
で
あ
っ
た
。
歴
史

の
重
み
が
あ
る
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
こ

と
は
、
私
に
は
と
て
も
い
い
経
験
と
な
っ

た
。日

本
人
報
告
者
の
割
合
は
多
く
は
な
く
、

今
回
は
、
韓
国
人
報
告
者
は
ほ
と
ん
ど
い

な
か
っ
た
。
ア
ジ
ア
犯
罪
学
会
の
理
事
は

台
湾
人
で
ア
メ
リ
カ
で
博
士
号
を
取
得
し

た
者
が
多
く
、
英
語
と
中
国
語
を
自
由
に

操
れ
る
こ
と
も
起
因
し
て
い
る
の
か
、
台

湾
人
の
報
告
者
も
多
か
っ
た
。
中
国
人
研

究
者
、
中
国
人
大
学
院
生
の
参
加
は
多
い

と
見
込
ん
だ
が
、
二
年
前
の
日
本
大
会
同

様
、
台
湾
人
の
姿
が
目
立
っ
た
。
中
国
の

大
学
に
お
け
る
政
治
体
制
も
あ
り
、
現
職

の
中
国
人
大
学
教
員
で
も
報
告
を
す
る
手

続
き
が
難
し
い
こ
と
、
中
国
語
部
会
が
少

な
い
こ
と
、
さ
ら
に
費
用
負
担
の
問
題
な

ど
が
あ
っ
た
た
め
、
中
国
人
研
究
者
の
数

は
少
な
か
っ
た
。
台
湾
人
以
外
は
、
香
港
、

マ
カ
オ
、
欧
米
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
参

加
者
が
い
た
。
た
だ
、
今
回
は
中
国
で
の

開
催
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
中
国
系
ア
メ
リ

カ
人
な
ど
、
中
国
語
を
話
す
者
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
、
私
が
参
加
し
た
ア
ジ
ア
に

お
け
る
学
会
は
、
両
岸
四
地
（
中
国
、
台

湾
、
香
港
、
マ
カ
オ
）
学
校
輔
導
国
際
学

術
研
討
会
で
あ
る
が
、
今
回
は
、
中
国
・

台
湾
・
香
港
な
ど
で
、
ど
こ
ま
で
犯
罪
学

の
交
流
が
進
ん
で
い
る
の
か
、
そ
れ
に
関

心
を
持
っ
て
い
た
。

・
大
学
生
の
少
年
支
援
活
動
に
関
す
る
報
告

一
日
目
、
六
月
一
八
日
午
後
の
最
初
の

セ
ッ
シ
ョ
ン
（
一
四
時
か
ら
一
五
時
半
）

は
九
部
屋
に
分
か
れ
、
少
年
犯
罪
に
関
す

る
研
究
は
二
部
屋
あ
っ
た
。
私
は
、
そ
の

う
ち
の
一
つ
で
報
告
を
し
た
。
他
の
報
告

者
に
は
、
台
湾
の
少
年
の
司
法
福
祉
、
中

国
の
移
民
の
子
ど
も
の
殺
人
に
つ
い
て
議

論
を
行
う
者
が
い
た
。
少
年
犯
罪
の
セ
ッ

シ
ョ
ン
の
報
告
者
六
名
の
う
ち
三
名
は
当

日
不
在
で
あ
っ
た
。
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
途
中

で
、
登
録
さ
れ
て
い
な
い
イ
ギ
リ
ス
人
が
、

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
子
ど
も
の
犯
罪
グ

ル
ー
プ
に
つ
い
て
報
告
す
る
な
ど
の
ハ
プ

ニ
ン
グ
も
あ
っ
た
。

私
は
、
大
学
生
の
少
年
支
援
活
動
に
関

わ
る
研
究
を
報
告
し
た
。
地
域
の
犯
罪

予
防
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
に
関
す
る
研

究
は
、
小
林
（
二
〇
〇
〇, 

二
〇
〇
四, 

二
〇
〇
六
）、
三
矢
（
二
〇
一
四
）
が
、

地
域
づ
く
り
と
の
関
連
で
児
童
見
守
り
活

動
、
防
犯
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
研
究
を

行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
特
に

大
学
生
が
関
係
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

そ
こ
で
、大
学
生
が
、地
域
に
お
け
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
る

の
か
、
調
査
結
果
を
ま
と
め
た
。
そ
の
う

え
で
、
犯
罪
予
防
の
社
会
モ
デ
ル
を
中
心

に
、
大
学
生
の
少
年
支
援
の
意
識
に
つ
い

て
報
告
を
し
た
。
本
学
で
も
、
非
行
少
年

の
友
だ
ち
活
動
を
中
心
と
し
た
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会

を
立
ち
上
げ
た
こ
と
か
ら
、
名
市
大
Ｂ
Ｂ
Ｓ

会
に
つ
い
て
言
及
し
た
。

研
究
上
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
地
域

に
お
け
る
学
生
の
少
年
支
援
に
つ
い
て
、

授
業
等
で
情
報
提
供
を
行
う
な
ど
、
大
学

を
通
し
て
行
う
方
が
、
学
生
は
関
わ
り
や

す
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
学
生
は
、
少

年
支
援
の
現
状
を
知
ら
な
い
た
め
、
活
動

に
参
加
す
る
動
機
が
低
い
と
い
う
状
況
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
支
援
グ
ル
ー
プ
の
活

動
の
一
端
を
知
る
こ
と
で
、
一
部
の
学
生

は
少
年
支
援
に
関
心
を
持
つ
と
い
う
こ
と

調
査
報
告

　
ア
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加
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も
分
か
っ
た
。

多
く
の
大
学
で
は
、
就
職
活
動
や
公
務

員
試
験
勉
強
で
、
三
年
生
の
夏
以
降
は
あ

ま
り
時
間
が
取
れ
な
い
学
生
が
多
い
。
そ

の
た
め
、
入
学
後
に
教
養
教
育
の
一
環
と

し
て
、
教
養
教
育
の
単
位
と
し
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
科
目
に
て
入
れ
る
、
社
会
的
課
題

に
対
し
て
大
学
と
し
て
何
が
で
き
る
の
か

を
積
極
的
に
考
え
、
大
学
の
教
育
制
度
の

上
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
展
開
し
て

い
く
こ
と
で
、
地
域
と
の
連
携
も
強
ま
る

と
思
わ
れ
る
。

・
少
年
犯
罪
に
関
す
る
議
論

二
つ
目
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
十
六
時
か
ら

十
七
時
半
）
は
少
年
犯
罪
の
セ
ッ
シ
ョ
ン

が
一
つ
あ
っ
た
。
少
年
福
祉
に
関
す
る
発

表
も
多
く
み
ら
れ
、
特
に
、
少
年
福
祉
と

の
関
連
で
、
少
年
司
法
を
ど
の
よ
う
に
理

解
、解
釈
、運
用
す
る
の
か
が
課
題
と
な
っ

た
。少

年
の
犯
罪
更
生
に
必
要
な
こ
と
は
、

つ
ま
る
と
こ
ろ
、
少
年
の
将
来
を
思
い
や

り
、
ど
の
よ
う
に
処
遇
を
す
べ
き
な
の
か
、

を
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。
セ
ッ
シ
ョ
ン
に

お
い
て
、
多
く
の
人
が
、
特
に
フ
ィ
リ
ピ

ン
の
少
年
司
法
構
築
の
議
論
に
つ
い
て
関

心
を
持
っ
た
。

議
論
の
内
容
は
、
国
連
の
子
ど
も
の
権

利
条
約
を
含
め
て
、
子
ど
も
は
ど
ん
な
権

利
を
有
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
う
え
で
非

行
少
年
の
処
遇
を
ど
う
す
る
の
か
と
い
う

こ
と
、
ま
た
社
会
内
処
遇
で
、
ど
の
よ
う

な
民
間
支
援
が
あ
る
と
い
い
の
か
、
司
法

と
い
う
厳
格
な
法
規
に
よ
る
処
遇
の
な
か

で
、
公
的
資
源
・
民
間
資
源
に
よ
る
福
祉

的
支
援
も
期
待
さ
れ
て
い
る
と
い
う
も
の

で
あ
っ
た
。
現
在
、
ど
こ
ま
で
少
年
に
対

し
て
福
祉
的
支
援
を
す
る
必
要
が
あ
る
の

か
、
そ
の
線
引
き
が
な
い
状
態
の
な
か
で
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
社
会
背
景
と
司
法
の
議
論

は
、
私
た
ち
が
、
今
後
考
え
る
べ
き
こ
と

を
議
論
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

三
つ
目
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
十
九
時
半
か

ら
二
十
一
時
）
に
お
い
て
は
、台
湾
、香
港
、

マ
カ
オ
に
お
い
て
犯
罪
社
会
学
、
犯
罪
心

理
学
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
、
量
的
な

デ
ー
タ
を
多
変
量
解
析
で
分
析
す
る
者
が

多
か
っ
た
。
特
に
、
質
問
紙
調
査
の
質
問

項
目
、
変
数
の
立
て
方
、
量
的
な
統
計
の

分
析
方
法
が
問
題
と
な
っ
た
。
社
会
学
の

ど
の
理
論
に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ

た
質
問
項
目
と
す
る
の
か
、
喧
々
諤
々
の

議
論
が
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
分
析
視
点
を
中
心
に
議
論

を
行
う
の
は
犯
罪
学
会
な
ら
で
は
で
あ
る

が
、
福
祉
の
視
点
で
非
行
少
年
の
権
利
を

考
え
る
う
え
で
も
、
ど
の
よ
う
に
量
的
な

研
究
を
用
い
る
の
か
が
議
論
と
な
れ
ば
よ

か
っ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
議
論
は
な
か
っ

た
。
福
祉
的
な
視
点
が
司
法
研
究
に
入
っ

た
時
、
い
か
に
少
年
の
目
の
前
の
課
題

を
共
有
し
、
そ
れ
に
対
峙
す
べ
き
な
の

か
、
福
祉
的
支
援
は
ど
こ
ま
で
必
要
な
の

か
を
考
え
る
。
そ
こ
に
、
量
的
な
研
究
か

ら
得
ら
れ
た
研
究
成
果
も
配
慮
さ
れ
る
必

要
が
あ
る
。
限
ら
れ
た
財
源
で
、
計
画
的

に
有
効
に
資
源
を
用
い
る
に
は
ど
う
し
た

ら
い
い
の
か
、
非
行
と
福
祉
と
の
関
係
で
、

量
的
な
研
究
に
対
す
る
議
論
が
さ
ら
に
高

ま
っ
た
ら
い
い
と
思
わ
れ
た
。

一
方
、
中
国
の
報
告
者
は
、
こ
れ
ま
で

の
研
究
成
果
を
総
括
す
る
も
の
が
多
か
っ

た
。
中
国
は
社
会
主
義
的
な
体
制
下
に
お

け
る
厳
格
な
司
法
に
対
す
る
理
解
が
あ
り
、

量
的
な
研
究
よ
り
、
社
会
主
義
的
な
理
念

を
中
心
と
し
た
司
法
研
究
が
ま
だ
多
い
と

感
じ
た
。

・
Ｃ
Ｎ
Ｋ
Ｉ

二
日
目
は
、
各
専
門
家
の
報
告
と
閉
会

式
が
あ
っ
た
、
イ
ン
ド
の
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
、
韓
国
の
警
察
学
校
所
長
の

Ｉ
Ｔ
と
犯
罪
に
つ
い
て
、
ま
た
犯
罪
理
論

の
研
究
、
台
湾
の
薬
物
犯
罪
に
関
す
る
研

究
な
ど
が
発
表
さ
れ
た
。

こ
の
ほ
か
、
Ｃ
Ｎ
Ｋ
Ｉ
の
関
係
者
も
報

告
し
て
い
る
。
Ｃ
Ｎ
Ｋ
Ｉ
と
は
中
国
知
網

と
い
い
、
学
術
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
こ
と
で

あ
る
。こ
れ
ま
で
、私
も
Ｃ
Ｎ
Ｋ
Ｉ
に
よ
っ

て
研
究
論
文
を
読
ん
で
き
た
。
Ｃ
Ｎ
Ｋ
Ｉ

は
、
中
国
で
出
版
さ
れ
た
論
文
雑
誌
等
の

検
索
と
閲
覧
が
可
能
で
あ
る
。
学
会
の
報

告
で
は
、
過
去
の
少
年
犯
罪
に
関
す
る
研
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究
、
デ
ー
タ
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
こ

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
検
索
、
利
用
す
る
こ

と
が
可
能
な
の
か
、
分
か
り
や
す
い
説
明

と
と
も
に
、
犯
罪
学
に
と
っ
て
も
、
活
用

が
可
能
な
重
要
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ
る

こ
と
が
強
調
さ
れ
た
。

・
北
京
大
学
図
書
館

二
日
目
の
閉
会
式
の
の
ち
、
北
京
大
学

図
書
館
に
行
っ
た
。

北
京
大
学
図
書
館
は
、
誰
で
も
利
用
が

で
き
る
。
北
京
大
学
の
門
で
守
衛
に
身
分

証
を
見
せ
る
と
、
守
衛
は
パ
ス
ポ
ー
ト
を

ス
キ
ャ
ン
し
、
中
に
入
れ
、
と
言
う
。
当

然
、
北
京
大
学
関
係
者
は
学
生
証
や
身
分

証
明
書
を
示
し
て
入
っ
て
い
る
の
で
、
北

京
大
学
構
内
に
ど
の
よ
う
な
者
が
い
る
の

か
、
す
べ
て
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
な
る
。
図
書
館
に
行
く
と
、
入
り
口
の

守
衛
に
、
三
元
を
払
い
、
パ
ス
ポ
ー
ト
と

臨
時
図
書
カ
ー
ド
（
入
館
証
）
を
交
換
す

る
と
、
あ
と
は
自
由
に
参
観
が
可
能
で
あ

る
。日

曜
日
は
、
残
念
だ
が
、
特
別
蔵
書
室

や
一
部
の
場
所
は
開
放
さ
れ
て
い
な
い
。

た
だ
、
多
く
の
学
生
が
日
曜
日
で
も
勉
強

に
来
て
お
り
、
図
書
館
の
机
を
利
用
で
き

ず
、
片
隅
で
本
を
読
ん
で
い
る
者
も
多

か
っ
た
。

北
京
大
学
の
総
合
図
書
館
は
、
司
法
制

度
、
刑
法
や
民
法
な
ど
の
法
律
解
釈
、
さ

ら
に
矯
正
教
育
、
監
獄
、
少
年
犯
罪
に
関

す
る
本
が
あ
っ
た
。
中
国
で
は
、
少
年
を

福
祉
的
に
支
援
す
る
と
い
う
「
少
年
福

利
」（
中
国
語
）
の
概
念
が
あ
る
が
、
そ

の
よ
う
な
書
名
の
本
は
見
当
た
ら
な
か
っ

た
。
帰
国
後
、
Ｃ
Ｎ
Ｋ
Ｉ
で
、
少
年
福
祉
・

少
年
福
利
（
中
国
語
）
に
つ
い
て
検
索
す

る
と
、
多
く
の
論
文
が
で
て
き
た
。

・
国
家
図
書
館

国
家
図
書
館
は
、
パ
ス
ポ
ー
ト
を
見
せ

て
手
続
き
を
す
れ
ば
誰
で
も
閲
覧
で
き

る
。
ま
た
手
続
き
が
分
か
ら
な
い
場
合
で

も
丁
寧
に
対
応
し
て
く
れ
る
。
国
家
図
書

館
は
南
区
と
北
区
が
あ
り
、
北
区
は
新
館

で
、
新
館
パ
ソ
コ
ン
室
で
は
電
子
化
さ
れ

た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
自
由
に
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
こ
で
、
一
九
五
〇
年
代
か
ら

の
少
年
犯
罪
に
関
す
る
新
聞
記
事
を
検
索

し
た
。

南
区
は
、
館
内
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
申
請

し
、
書
庫
に
あ
る
図
書
を
見
せ
て
も
ら
え

る
。
た
だ
し
、
中
国
で
最
も
大
き
な
図
書

館
で
あ
る
ゆ
え
、
書
庫
に
あ
る
図
書
を
見

る
に
は
、
一
回
申
請
す
る
と
、
四
〇
〜

五
〇
分
待
つ
必
要
が
あ
る
。
少
年
犯
罪
の

資
料
を
見
る
必
要
か
ら
、
そ
れ
だ
け
の
待

ち
時
間
は
必
要
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も

国
家
図
書
館
は
、
以
前
よ
り
格
段
に
利
用

し
や
す
く
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
は
時
間
が

か
か
る
た
め
、
別
の
図
書
館
を
利
用
も
考

え
た
が
、
最
近
は
、
国
家
図
書
館
に
あ
る

資
料
で
あ
れ
ば
、
国
家
図
書
館
を
利
用
す

る
場
合
も
増
え
た
。
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